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マーシャル『産業経済学』の体系
一「人間の学」への途一
橋 本 昭 一
P
l. 『産業経済学』の出版
アルフレッド・マーシャルは1877年7月に，村の小さな教会で，メアリー・
ペイリーとの結婚式を挙げた。司式者は，牧師であったメアリーの父であっ
た。当時のケンブリッジの学生であれば，誰でもペイリーの名を知っていた。
曽祖父の著書(Paley's助娩"Ceと略称されていた）は，準備試験のための必読書
で，毎年の試験要覧にその著者の名が登場していたからである。メアリーはケ
ーブリッジの未公認コレッジ， ニューナムの第1期生5人のうちの一人であ
り，母校ニューナム初の居住コレッジ・レクチュアラーであった。
二人の結婚は，当時のケンブリッジ大学法の規定により， マーシャルが有し
ていたセント ・ジョ－ンズ・コレッジのフェローの地位の辞職を意味した。フ
ェローは，独身であることが条件であったからである。この条件は1871年の改
正で緩和されることになっていたが，一般のフェローに適用されるのは1882年
からになっていた。メアリーはレクチュアラーとして150ポンドの年収があっ
たが，二人の生活にとっては充分ではなかった。財産を有していなかったマー
シャルは，新しい職をケンブリッジ大学内に求めたが， ちょうどその頃に，創
立されたばかりのブリストルのユニバーシティ ・コレッジの校長の職の公募書
類が目に入った。年収は700ポンドであった。かれはこの職に応募した。40人
が応募したが，かれは最終選考の対象となった5人のうちの一人となった。か
れは理事会によって選出され，同時に経済学教授も兼ねることになり， 1877年
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7月26日に任命された。その日はマーシャルの35歳の誕生日であった')。
新しい学年歴の最初の講義，それはブリストルでは一般市民に公開で行われ
ることになっていたが，マーシャルは就任後初の公開講義ではやくもpolitical
economyという経済学を示す言葉をeconomicscienceへと変更することを
提案するとともに， 「経済学は，人間行為のうち， 物的富の獲得に向けられた
部分，および人間の福祉の条件のうち，直接物的富の所有に依存する部分を取
り扱う｣2）と定義した。そればかりでなくさらに経済状態が人間の性格にどの
ような影響を与えるかを研究することを経済学の重要な課題とした。このよう
な発想は，後の『経済学原理』でも確認されるように，マーシャル特有のもの
である。講義の教科書としてはミルとフォーセット夫人のものを利用してい
た。事実この二つの著書は当時もっともよく読まれていたものであった。
結婚とともに，マーシャル自身の執筆計画とは別に，独身時代のメアリー
が， 「気軽に」執筆を約束していた，主として大学拡張講義の受講者向けの経
済学の教科書を書く仕事が，二人の共同作業になった。この書はやがて当初予
定していたものより高度な「現代の経済学者の業績の主要な成果をふくむ｣3）
ものとして，夫人の手を離れ，マーシャル自身がかなりの精力をはらって書き
上げることになった。
このような『産業経済学』の出版のより詳しい背景については，別稿4)で触
れる機会があった。したがって本稿は， この『産業経済学』が， どのような体
系を持っているかを示すとともに，のちの『原理』との関連を検討することに
1)Cf・MaryPaleyMarshall,W〃αオIRe"@e"26",Cambridge(UniversityPress,
1947),pp.22f.
2)JohnK.Whitaker,AlfredMarshall:Theyearl877tol885,HISわびq/
凡"加αノEco"o"りﾉ,Vol.4 No1(Springl972),p.4 .
3)AlfredMarshall&M.P・Marshall,Eco"O"csqfん伽sｵが,London(Macmillan
Co.,1881[1876]),p.1.橋本昭一訳『産業経済学』(1985),11ページ。以下の引用
は(p.1,11ページ）のかたちで本文中に示すこととする。
4）橋本昭一「『産業経済学』の出版-1879年前後のマーシヤルー｣関西大学『経済論集」
第35巻第5号（1986年1月）
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向けられる。その作業を通じて， マーシャルが「富の科学」としての経済学
を，いかにして「人間の科学」に組み換えていったかを明らかにしたい。
マーシャルのそのような意気込みが， もっとも狭い意味でのイギリス・ケン
ブリッジ学派に， どのように継承されていったかについては， 『経済学原理』
の体系をも吟味したのちに，改めて論じる予定である。
2． 人間と自然
経済人概念の否定一進化論の影響
マーシャルは，労働と資本と土地の3つの生産要素の協働により，生産物が
生産され，その価値が社会の3階級にそれぞれ賃金利潤，地代として分配さ
れるという基本構図を，リカードゥ， ミルらの古典派から継承している。しか
し， 「生産の必要要件は土地， 労働および資本であるから，産業の全生産物が
依存している条件は，第1に土地の肥沃度・鉱山の産出度，水路の豊富さおよ
び爽快な気候，第2に労働人口の数と平均的能率， この能率は知性的・肉体的
性質とともに道徳的性質に依存する，第3に過去のインダストリーが現在の産
業を助けるために蓄積し，貯蓄した資財の豊富さに分類しうるだろう」 (pp.36
ff,46ページ）という説明は，マーシヤルが，生産における人間的要素と自然と
の関わりに，特別の注意を払っていることを示す。
「人間が自然の様相を変えてゆく一方で， 自然は絶えず人間の資質を変えて
ゆく」 (p.10,12ページ）という記述に見られるように，人間と自然とが基本的
な生産要件であるという， ミルによって強調された点だけでなく， さらにマー
シャルには，人間にとっての自然は，ただの征服対象にすぎないという箸りを
戒めようとする意識があった。自然が人間を変えてゆくという認識は'あきら
かにダーウィンの進化論およびスペンサーの社会進化の観念を受け入れたもの
である。これは単にグロート ・クラブでの討論を通じて，最新の学説としての
進化論から，影響を受けているとする事実のみならず，マーシャルが「ホモ・
エコノミカス」という人間像を拒否しようとする意識をすでに早く有していた
3
I1534 關西大學『經濟論集』第36巻第6号(1987年3月）
ことを示す。経済活動を単に人間の自然にたいする働きかけとしてのみ観察す
るのではなく，人間(の性格)が，自然に対する働きかけを通して変化してゆく
というマーシャルの原認識を，具体的に説明するものとして，進化論が援用さ
れていると理解したい。進化論は，人間を静態的に捉えようとする功利主義思
想と距離を置こうとするマーシャルにとっては，僥倖ともいうべき時代精神で
あった。
マーシャルは富を物的富と非物的富に分類し，後者について「直接的に生産
に携わる人間の作業能率を高め， したがってかれらの物的富の生産力を高める
人間の活力（エナジー)，能力， 肉体的，精神的，道徳的慣習からなる」(p.6,7
ページ）と定義するとともに， 「文明の進歩とともに，肉体的労働にたいする精
神的労働の相対的重要性が変化し，年々精神的労働はより重要なものになって
ゆき，肉体的労働の重要性は低下してゆく (p.9,11ページ）と述べる。この発
想は，後に「代替の法則」として肉付けされ， マーシャル経済学の有機的成長
観を支える動因となるものであるが， 『産業経済学』の執筆時点で， すでには
っきりと意識されていたことを確認することができるb
しかし他方「経済状態が人間の性格に及ぼす影響」を考察するということ
は，マーシャルが環境主義の立場，すなわち人間性格の他律性を主張していた
と解することはできない。マーシャルの場合は， ｢人間が自然の様相を変えて
ゆく」主体であるという古典派と共通する認識があくまでも基盤にある。
そのことを前提としながらも，人間の物的存在が， 自然の恵みに大きく依存
しているのも否定しがたい事実である。なぜなら人間は無から富を「生産」す
ることはできないからである。人間は自然の力を借りて， 「加工」「移動｣， 「再
編成」するにすぎない。生産行為をこのように解するなら，物財の輸送・販売
を不生産的行為とはいえなくなる。マーシャルは，生産的労働と不生産的労働
との「古典派」的区分を捨てて，新しい国民所得概念に至る道を用意すること
になる。「生産」の意味を， このように解釈すること自体， マーシャルを嗜矢
とするものではないが，生産的労働と不生産的労働という区分を， ミルのよう
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な妥協的態度を経て，最終的に放棄する理論的視点を，国民所得概念の中に見
出したマーシャルの「近代的」貢献は， もっと強調されてしかるべきである
と，筆者は考えている。
富の生産に対して， 自然が人間に与えるものは， 「第1に，鉄，石，木など
の物質であり,第2に風力，太陽熱のような他のあらゆる力の源泉となるよう
な自然力である｡」(p.8,10ページ）このようにかれは自然の恵みを，加工素材
とエネルギー資源に分けているが， このような区分についてもマーシャルの鋭
敏な問題意識を認める必要がある。
そのうえで，マーシャルは「地球上の鉱脈の枯渇は，究極的には世界の歴史
に重大な影響をもたらすだろう」(p.26,32ページ）と述べる。
．マーシャルもまた，基本的には， 自然状況が人間の経済活動にとって所与で
あり，そしてまた古典派がいうように土地が収穫逓減の法則に従うことを認め
ている。とはいえこの面でもとくに，人間の積極的な面が強調され，農耕法の
改善，肥料や薬品の発明，機械力の導入による「一時的」な収穫逓増が，かな
りの期間にわたって効力を持つことを強調している。それにもかかわらず，長
期的に，人間社会が成長してゆくことができるために，マーシャルが求めたも
のは，人間が絶えず向上心をもち，みずからの生活環境を改善しようとしてい
る存在であることと，経済的にそれが可能であることの論証であった。
安楽基準ぐ.教育の重視
そこで重要な役割を担うものが， 「安楽基準」という概念である。そして安
楽基準を動態的に動かすものが， 「組織」という言葉で意味される内容である。
マーシャルは， 『原理』で，組織を第4の生産要素として独立に扱うようにな
るが， 『産業経済学』の段階でもそのような組織に対する特別の配慮を確認で
きる。マーシャルが組織の名のもとに一括している事実を強調したのは，マー
シャルがはじめてではなく， ミルの名を挙げなければならない。
まず安楽基準についてであるが， この概念は， 『産業経済学』では， 『原理』
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と少し異なる定義を与えられている。マーシャルは人口の増加法則を取り扱う
章， ここでマルサス理論の紹介と救貧法の改善がのべられ，第1編の特異な章
となっているが，その章で，安楽基準を定義し， 「結婚のために必要と考えら
れている必需品，便宜品,贄沢品のある一定量であり｣，そこには子供のための
健全な肉体的， 知性的， 道徳的教育費用が算入されているものとし， 「経済進
歩は人々の安楽基準の変化に大きく依存している」 (Cf.p.28,35ページ）と述
べ, さらにそれが「家族愛」の強さに依存しているとしている5)。
マーシャルの言いたいことは人間に普遍的に存在している家族愛は， まずそ
れによって人間が単に利己的存在ではなく，社会的存在であることが示され，
同時に労働者の所得の増大は，人口の増加によって吸収されてしまうのではな
く，次の世代の労働者の活力．精神的能力・さらに道徳的資質の向上に貢献す
るという事実である。それがあるゆえにこそ，経済学は高貴な学問となる。こ
こで「高貴」とは， とりあえず社会の指導者が学ぶに価いするといった，意味
を持っているものとして解することができよう。さらにまた経済学はそれだけ
でも人間の科学といいうるものになる。
したがって安楽基準の向上は，一部は人口の増加， したがって労働人口の増
加につながる。そのこと自体も経済成長の一つの成果として，積極的に評価さ
れるが，他方で労働そのものの質を向上させてゆくことにより，生産能率を高
めてゆく。マーシャルによれば「若者が，充分の備えを持ってから結婚するほ
どの分別を身につける安楽基準は，場所により， また時代により異なる。高い
安楽基準が一般化すると，世論は両親たちに，快適な部屋， 栄養価の高い食
事，および優れた教育を子供たちに授けることを要求する。そうなれば，次の
世代の労働者は健康的で，知性があり，技能にすぐれ，雇用者たちにとって大
5）本稿の概要は，経済学史研究会(1986.12.20於関西学院大）で報告したが，その席上
で，柳田芳伸氏より， マルサスが『経済学原理」の第4章第2節で「安楽基準」（小
林時三郎訳下巻19ページに「娯楽の水準｣，「楽しみの標準」と訳されている）という
用語を2度用いているという指摘を受けた。
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いに役立ち，雇用者たちは争って賃金率を高めようとする。思慮分別が高まつ
‘たので，労働者の取り分はたかまり， しかも利潤率は下落することがない」
(p,102,126ページ）のである。簡単な表式を用いれば，平均所得の上昇→安楽
基準の上昇十結婚・出生率の増加→労働の活力の向上十次世代の教育水準の向
上(→生産性の向上)となる。
賃金の上昇は，例えば，労働を避けようとする風潮とか，生活の質的向上と
いう観点からは望ましくない寶沢などを生み出さないであろうかといった，疑
問を想定したうえであろうが，かれはつづけて「賃金の上昇が放蕩や浪費をも
たらし，それゆえに青少年にもためにならないことがあるのは事実だが，その
ようなケースは， 男たちや， 多分それ以上に大切だが女性たちが職業柄，冷
淡，粗野，無分別な気質を持ってしまっている地方を除いて稀である」とい
う。この引用文からも分かるように人間の性格形成においてもっとも重要な役
割を果たすのは母親の影響である。かれは， 「一国民の性格はその国民の母た
ちの意志，礼節，誠実さに主として依存する」 (p.11,14ページ）と述べてい
＠
る。他のところでは「もしも母親が，元気で，やさしく，礼儀作法を心得てお
れば，その者は産業上の能率に必要な条件である， 肉体的および道徳的資質を
かならず備えることになろう」 (p.110,136ページ）と述べている。
『原理』では，安楽基準という用語以外に，あらたに「生活基準」という用
語も登場するが， この二つの概念に注目し，生活基準＝安楽基準→活動基準と
いった有機的成長の動因分析に利用したのはパーソンズであった。
そこでは動物的生存欲望の充足のための人間活動(労働)を安楽基準の最低の
ものとし，人々はやがて多量を，そして変化を， さらに誇示をもとめるように
なる。そのような変化を安楽基準の進歩と捉え，やがて〔欲望に制約された活
動〕ではなく活動そのものに価値を見出し， （単なる生存欲求でなく）活動の手段
として物を求めるようになった時，その経済活動は活動基準に，すなわち〔活
動に制約された欲望〕にしたがって行われるようになる。これは「生活基準の
7
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向上」という用語でとらえられることになる6)。
このような一貫した説明を可能にするほどには， 『産業経済学』は到達して
いないが，人間の労働の質は単に， 肉体的強健さと活力だけではなく，知識と
精神的能力〔マーシャルはこれを単に知性的という言葉で表現する場合と精神
的という用語を使う場合とがある〕さらに道徳的資質とによって向上すると
マーシャルは考えている。「文明の進歩とともに〆より一層の進歩のためには
労働者階級への教育の普及が前提となる」という文言だけでは，先験的自明命
題としてこのことが主張されている印象をうけるが，それを理論的に説得する
のが組織のところで分析される分業と産業の局地化， さらにそのために必要と
なる， 『原理』の用語でいえば， 「代替」のための機械化と規模の経済である。
3． 生産の理論
組織の経済
分業の利点が発揮されるのは，農業よりも工業ないし製造業であるが， この
、
分野の生産物の価値が高まり，総生産物にたいする比率が農業生産物を大きく
凌駕してゆき，そこでの収穫逓増が，農業分野での収穫逓減を相殺して余りあ
るものになることが，経済成長を可能にし， また労働者階級の教育を可能なも
のにしてゆく。さらに言えば，単にそれを可能にするだけでなく， また必要な
ものにもしてゆく。絶えざる専門化ないし分業の発展， とりわけ農業労働と製
造業労働との間のそれが，産業の局地化を呼び起こす。それは局地化した産業
に多くの社会的利便，なかんずく，技能や洗練さの教育および技術知識の拡散
・促進をもたらし，他方で分業の利点である効率の増進は，競争への誘因と可
能性を提供する。製造業における生産の大規模化と機械化は，経済全体として
6)TalcottParsonS,T"eSW"cｵ"γeqfSbcね/Ac肋〃:A､Sｿ"""､SbcねノT"go"
め伽助gc"/Ra/どγg"Ce"αGγo”q／Rgce"オ動""gα〃Wγ"gγs,Vol.1,New
York(TheFreePress),1968[1937],pp｡129～177.稲上毅・厚東洋輔他訳『社
会的行為の構造』2（｢マーシヤル・パレート論｣)，1986,第2部第4章参照。
8
一マーシャル「産業経済学』の体系（橋本） ﾕ539
の収益逓増法則の優位を保障する。
この領域では，付随的ではあるが，政府の教育投資が主張されている。 ミル
の言葉を借りながら，個人が，政府から独立するために，政府によって教育の
振興がはかられなければならない(Cf.p.39,49ページ),という言葉が紹介さ
れている。
全体としてはマーシャルは自由な産業制度の中に組み込まれている人間の成
長と，それによる自己規制に多大な期待を寄せており，政府の経済への介入に
ついては，極めて慎重な態度をとりつづけた。最近著でマローニーというマー
シャル研究者が， シジウイックがオックスフォードの理想主義をケンブリッジ
に持ち込むことによってミル以上に19世紀後半のケンブリッジの功利主義は国
家に寛容になり，マーシャルもその影響を受けているという評価を行っている
が7)， マーシヤルは，例えそうであるとしても大きな政府にはシジウイックほ
どに楽観的にはなれず，それだけいっそう教育を重視した。ここでいう教育と
は，初等教育はともかく中・高等教育については政府援助のもとになる「私」
教育を意味することは言うまでもない。
さらにマーシャルは， 『産業経済学』でいえば，第3編で分析している個人
の自主的な連合である， 協同組合や労働組合の健全な発展に期待をかけてい
た。そのような連合による競争の過酷な局面の緩和のためにも教育の普及は極
めて重要であったし，そのこともあり,マーシャルはケンブリッジで女性に高
等教育を授けることに大学卒業後積極的に関与した。すでに述べたように人間
の道徳的資質の多くは子供時代に育成されるものであり，そのことにとって，
よりよい母親の存在は重要な前提であったからである。ケンブリッジでの女性
教育に反対する人々に対して，優秀な男子学生をケンブリッジに集めるために
は， まずもって優秀な女性を教育しなければならない，なぜなら母親が健全な
知識をもっていなければ，健全な子供は育たないからであると説得しているの
7)JohnMaloney,M"s〃",Oγ肋odOmy&オ舵乃停q/bss""α"Sα加卸qf耽り加沈jcs，
Cambridge(CambridgeUniversityPress),1985,p.14f.
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である8)。最近，あるひとがマーシャルの幼少時代，かれが母レベッカから大
きな影響を受けたことを指摘しているが， もちろんそういうこともマーシャル
の考えに影響を与えていたことも考えられる9)。
資本今組織と節欲
『産業経済学』では，資本は運用の面と資金調達の面から考察されている。
運用の側面は組織の考察の形をとって行われる。マーシャルのいう組織は経済
・産業制度を含むきわめて広い概念である。
効率的運用を可能にするのが， （産業内）分業であり， また（関連)産業の地域
的集積であるが， これがローカリゼーション(産業の局地化)(p.47,59ページ）と
いう言葉で表されている｡分業は専門化（技能の経済，精神的・肉体的卓越の経済)，
機械化(機械の経済）をもたらす。また大規模生産は生産総量が大なるほど，工
程分化が有利という表現がある。また補助産業の発展にも触れている(P.52,56
ページ)。
このような分析の基本はすでにスミスによって示されているものの繰り返し
である。違うのはここでも，技術や洗練ざの教育および技術知識の拡散と促進
といった教育的側面が，局地化現象とともに語られていることである。ただし
この言葉は『原理』では影をひそめ，外部経済・内部経済あるいは規模の経済
といった言葉が登場する。内部経済という用語は『産業経済学』に登場しない
が， 「一本の高い煙突は，小さな溶鉱炉の排煙も大きなもののそれもなすこと
ができる」とか，大工場は，書記，門衛，火気取扱人，修理工の仕事に大きな
経済をもたらすといった表現で示されている。
ただ『原理』において，のちに問題となった大規模化の有利が，一産業にお
－
8）橋本昭一「ケンブリッジにおける女性学位認定問題とマーシヤルー1896,7年のマー
シヤルー」『経済論集』第36巻第5号（1987年2月）参照。
9)RonaldH.Coase,AlfredMarshall'smotherand･father,"Sわび""〃/cαノ
Eco"of7@jﾉ,Vol、16No.4(Winterl984),pp.519～527.橋本「マーシヤル経済学
の倫理的性格」『南山社会倫理研究論集』第2号（1986年3月）参照。
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ける独占化の傾向をうみだすのではないかという論点については，銀行の資金
供給機能が，有望な新企業の育成に役立つことと，小工場が「外部経済」を利
用して生き残ってゆく可能性に言及しているにとどまり(P.53,66ページ),こ
の問題の重要性をマーシャルは意識していたかどうかは定かではない。
節欲は貯蓄能力と貯蓄意欲の合成物として捉えられる。前者の貯蓄能力のた
めには一国が高い生産余剰をもっていることが前提となる。一国の高い生産余
剰という言葉は， 「その国の真実の純生産物」というミルの言葉を引きながら，
｢総純年所得」 (P.95,118ページ）という新しい概念に置き換えられる。そして
総純年所得の量が，貯蓄類を規定するという考えが明瞭に示される。その総
純年所得，換言すれば， 国民所得は「労働要因」と「資本要因」の関数とし
て把握されている｡マーシャルは，総純年所得は，労働の能率に依存し， そ
れはまた労働者の質と産業組織に依存するという。貯蓄意欲にとっては知性，
共感，成功の望み，政治・商業の安全，社会的利益が規定因となり，利子率と
の関連は強く意識されていないかのようである。知性とは教育の普及によって
可能となる将来の利益を高く評価する性向であり，共感では，貯蓄の多くがそ
の個人よりは他人の福祉のためにおこなわれるということが指摘される。 「節
制は人間の能力を高め，一般には子供のために貯蓄しようとする意欲を高め，
かつ子供を立派に育て，子供たちの中に含まれる人的資本に投資しようとする
意欲を高める」という記述がある。立身出世の望みのないところでは，貯蓄は
ない。貯蓄によって社会的利益がえられるならば，貯蓄は増加する。誇示の欲
望は貯蓄を減退させるという。 （政治的・商業的）安全については触れる必要は
ないだろう。マーシャルは貯蓄銀行，友愛組合，建築組合といった制度が貯蓄
を容易にしていると評価している。 「過去の歴史を見て，現在を観察すると，
老齢や家族のためを思って備えをするかどうかを決定するのは，貯蓄によって
得られるはずの利子率であるよりは，むしろそれ以上にその人の気質である｣。
その場合利子率が低い時の方が貯蓄必要額を高く見積もることもある。また利
子率が高い国では有能な人が早く隠退するといった記述はどう解すべきである
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か。『原理』との比較が問題となるところであろう。
4． 正常価格の理論
需給均衡理論
マーシャルは『産業経済学』の第2版序文において， 「ジョン・スチュアー
ト ・ ミルによって示された注意深い説明の中には，適切に解釈されるならば正
しくないものはごく僅かしかふくまれていない」と述べつつも， 「ひとつの重
要な問題に関しては， ミルとはかなり異なる道を歩むことをJ宣言している。
その問題とは分配の問題である。その結果， 「それぞれ異なった内容をふくむ
価格，賃金, 利潤の理論の基礎には統一的な原理があること｣， すなわち「あ
らゆる種類の労働の報酬，資本の利子，諸商品の価格は，究極的には基本にお
いて同じ，ものである法則に従いつつ,競争によって決定されること｣を明らかに
しようとする。この法則をマーシャルは「正常価値の法則」と呼ぶ。さらに具
体的に「この法則は， 価値が需要と供給との一定の関係によって決められ｣，
また「供給を決定する諸原因のなかでは，生産費が主役を演じる」と述べる。
さらにこのことに関連して，経済現象の説明にとって時間の要素はきわめて重
要であるという指摘を行っている6
最終効用
マーシャルは需要法則について， まず説明し,その中で「限界効用」概念を
説明する。
「ある商品の，ある人にたいする効用は，その時にその人が所有しているそ
のものの量，およびその人がそのもの，ないし，その代替品として役立つ他の
ものを所有する機会， または所有することを期待できる機会に依存している。
しかしさらに，かれが1つのものに支払おうとする価格は，かれにとっての，
そのものの効用のみならず, またかれの資産，すなわち処分可能な貨幣ないし
一般購買力の量にも依存する｡」(p.70,88ページ）といった定義的説明を読む
12
マーシヤル『産業経済学』の体系（橋本） 1543
かぎり，かれが「最終効用」という用語をジェポンズから借りhappyphrase
などと呼ぶこととは無関係に， この用語の意味を正しく理解していたことを知
ることができる。さらにかれは消費者の財購入に影響を与える要因として，当
該財の価格と購買者の最終効用との関係が重要であることを認めたが， しかし
他財の価格や購買者の有する資産や所得との関連で，消費者が感じる最終効用
も， したがって購入しても良いと考える価格も変化することに注意を払った。
1882年にかれは需要の価格弾力性という概念を思いつくが，この弾力性という
概念を用いれば，交差弾力性についても資産ないし所得弾力性についても，簡
単な応用問題の範囲にあったといえるだろう。他方価格が最終効用度の尺度に
なるということと，最終効用度が価格を決定するということとは，マーシャル
にあっては厳密に区別される。すなわち最終効用度は需要の法則を説明するも
のであって,供給の法則を説明せずには，価格決定は論ずることができないの
である。
生産経費
マーシャルによれば，生産者は，生産したもののうち， もっとも不利な状況
で作られたものの生産経費が，価格によって償なわれることを期待する。生産
経費(expenseofproduction)とは，生産実費(costofproduction)の貨幣的表示
である。生産実費が価値と関わり，生産経費が価格と関わる。生産実費とはあ
るものの生産に投下された努力と節欲の総量である。もっとも不利な生産経費
は賃金費用の支払いと経営の稼得および利子を支払うものであるbもっとも不
利な生産経費という用語の代わりとしての「限界費用」ないし「最終費用」と
いう用語は『産業経済学』に登場しないが，後にマーシヤルが初めて採用する
ことになる「限界費用」の概念は， この時点で明瞭に意識されている。そして
かれは正常価格は，限界費用にちかづく傾向を持つと言う。かくして正常価格
は需要と供給を均等させる価格ということになる。このように説明することに
より，地代は価格の原因ではなく，結果であるというリカード的見解が支持さ
13
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れる。
第3編の市場価格の変動を論じた個所では，同じロンドン市内でもウエスト
・エンドの店の価格が， イースト ・エンドの店の価格より高いのは， ウエスト
・エンドの地代が高いからではなく， ウエスト ・エンドでは大きな利潤が期待
できるから，高い地代を払いうるのであると説明している(P6179,219ページ)。
さらに，単に地代論にとどまらず，価値論全体としてもマーシャルがジェポン
ズ的見解よりはむしろ古典派の生産費説により大きな重要性を認めていること
も確認できる。
生産経費が生産量とともに変化することが強調され，その限りで，需要の価
格決定に果たす役割が述べられる。 「一般には，需要は価値を決定する諸原因
の一つではあるが， あくまでもその一つにすぎない。需要の増加は，生産され
る量を増加させ，それは生産経費を変化させる。したがって価値は部分的にの
み需要に依存する｣。それゆえに自由競争下の需給均衡価格としての正常価格
もまた固定されたものではない。
独占価格
「価格がその商品の生産経費より高い水準に維持されているとき」(p.180,220
ページ)，それを独占価格と呼ぶ。一社独占は完全独占と呼ばれる。その事例と
して｢特効性のある鉱泉｣の事例をあげているが，これはこの時点以前にマーシ
ャルがクールノーを読んでいたことを暗示する。独占価格については「もしも
かれ(独占者)が，価格yではx量が販売できると見積り，またこの量のために
は生産経費が商品一単位当たりzであると見積もるとすれば， かれはxy-xz
が極大になるように価格をきめようとするだろう」 (p.181n,221ページ)と簡単
に説明している。参入阻止価格についても触れているが，理論化はされていな
い。また『産業経済学』では時間分析と密接に関連している，主要費用と補足
費用の概念は未だ登場していない。
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5． 国民所得の理論
総純年所得thewholenetannualincome
マーシャルには国民所得分析がないというのが，一般的理解である。しかし
すでに『産業経済学』においても明示的に国民所得概念が登場する。｢一国の
総純年所得は,その年の間に消費ないし消耗された補助資本の置き換えのため
の引当をしたのちの，その年に生産された商品と生活の種々の利便のすべてか
らなる｡」 (P.95,118ページ）この定義からマーシヤルが国民所得概念をはっき
り意識していたことがわかる。一国の総純年所得は事業経営をふくむあらゆる
勤労industryの稼得と資本利子とレントと税金に配分される。ここでレント
とは土地ないしその他の自然的・人為的に供給が制限されている資産の使用に
よって得られる所得のことである。ここでは， ミルの「不労増価分」という概
念が，一般化され， 「準地代」概念へつながってゆく過程を確認できる。
利潤と「準地代」の差を説明して， 「ある人の賃金のうち， その人の教育に
負っている部分は，教育に投下された資本に対する一種の利潤とみなすことが
できよう。例外的な生得的資質によっている部分は一種の地代とみなすことが
できよう」 (p､110,136ページ）と述べている。
この「総純年所得」という概念については，マーシャルがミルの概念（｢一国
の真実の生産物｣)を継承していることについてはすでに述べたが，ミルの議論は
未だ国民所得の理論とは言い難い。なぜならミルには国民所得の決定理論ない
し変動理論がないからである。しかしマーシャルにはあきらかに国民所得の変
動理論が存在する。
「文明世界における」経済活動は， 19世紀になってきわめて急速に増加した
が，その前提として信用制度の発達がある。信用が拡大する期間には財需要が
増加する。生産者たちは利潤の期待の増加のもと，必要原材料等を高価格で引
き取ろうとする。他方労働需要も増加する。賃金の上昇は労働者の消費需要を
高めるdこのようにして，信用の拡大期間には物価賃金，利潤が上昇する。
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それが財需要の増加を呼ぶ。そして資金貸付を業とする者が，危険な時の兆候
を読み取り,貸付の引き締めをはじめ，景気は逆方向に向かう。投資財を購入
したり， これから建設を始めようとしている者は，資金不足に陥る。利子率は
急激に上昇し，投資財需要が落ち込む。投機業者は財の投売りをはじめ，物価
水準は低落する。破産は破産を呼ぶ。この状態が商業不況である。生産水準の
低下により， 労働者は失業する。一般的賃金水準も落ち込む｡「それに対する
救治策は，信用の復活である｡」(P.154,188ページ）「悪の元凶は，信頼の欠如
である。信頼が回復し，その魔法の杖ですべての産業に触れ，生産と他業種に
たいする商品需要を保持できるなら，ほとんどたちどころに，元凶の大部分を
取り除くことができよう｡」(P.154,189ページ）
簡単に示せば，マーシャルの景気変動理論における国民所得の増加(変動)の
メカニズムは，次のような表式下のもとにまとめることができるであろう。
貨幣的要素（なかんずく信用の拡大)→需要の増加→(完成財の価格上昇＞原料価格
・労働価格の上昇）→(消費財産業の）利潤の増加→投資財産業の活況→(全般的)賃
金の上昇(→景気の反転)←信頼の欠如
ここで景気指標としてマーシャルによって特に注目されているのは，固定資
本製造業の動向である。このような展開が， 『産業経済学』の中に見られるこ
とは，ケインズ自身， この書の特徴であると認めている'0)。そしてこれが後に
ケンブリッジ式景気理論と呼ばれるようになったものである。ただ本書の大部
分は，貨幣の購買力を一定という枠組みの中で議論が展開されているために，
貨幣的要因を変動因とする国民所得の決定理論そのものがこの書の主要部分を
構成するまでにはいたっていない。
ある水準に決まった総純年所得は，賃金と利潤と地代に分配される。マーシ
ャル独特の言葉をもちいれば，稼得と利子とレントに分配される。かれによれ
10)J.MKeynes,AlfredMarshall,T"ea〃c"dW"""gsqfﾉb伽jWy"αγdKEw@es
Vol．10（ESS〃sl〃Bjqgγ”"y)，LondonandBasingstoke（MacmillanPress)，
1972[1924],p.189n.
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ば，経営の稼得と資本利子をひとまとめにして利潤と呼ぶと，そのなかには，
性質のまったく異なる二つの要素が紛れ込むことになる。したがって利潤のう
ち，経営の稼得と呼ぶことができ，その額の決定が賃金のそれと類似している
ものを切り離し，賃金と経営の稼得を総称する概念として「稼得」という用語
を用いる。他方経営の稼得を除いた利潤部分を利子として独立に扱う｡
賃金・利潤基金
この総純年所得から地代と税を控除したものを，賃金・利潤基金ないし稼得
・利子基金と名付けるが， とれが賃金基金説を意識し，それのもつ含意を否定
するためのツールとして用いられる。すなわち賃金と利潤に一定の原理によっ
て分配される基金を，当該生産期間において所与とするのではなく，当該生産
期間の生産効率によって決定されると説明することにより，労働者の量のみを
変数とするのではないものにしたてた。賃金率を決めるのは， 「意図的に保留
されている富部分」ではなく，当該期間に利用された土地，労働，資本の純生
産物であり,それの利潤・賃金への配分比率であるとする。
この賃金・利潤基金が，マーシャルの分配論の基礎的ツールである。この基
金がどのように分配されるかを見るためには, その総額がいかにして決まる
か，そして分配のシステムがいかなるものであるかを見なければならない。
稼得・利子基金の総額については，マーシャルは， 自然的資源の規模と大き
さ，および技術の進歩と人，財，情報の伝達手段に依存するとする。ここでは
近代的な生産関数に類似した考えがみられるが， 「伝達手段」を強調したとこ
ろに特徴がある。第2の分配方式については， 「資本の援助にたいする， 勤労
の需要の緊急度に依存する」とする。結果的には資本の純収益が最優良債券の
利子率に近似したところに均衡し，それはまた機械の最終効用の尺度になると
言う。これは明らかに，ケインズのいう「資本の限界効率」に他ならない。し
たがってこの関係からすれば，利子率の低下は資本需要の増加を喚起する。そ
れに応じた資本供給と利子率との関係は，すでに触れたように，後にマーシャ
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ル的理解とされるようには明白でない。稼得・利子基金から利子を除いたもの
は稼得にまわるが，それは各種の勤労の取り分となる。勤労は，未熟練労働・
熟練労働・事業経営に分けられるが， それぞれは近似した性格をもちながら
も，わずかづつ異なる形式によって， しかし結局は競争により，需要と供給が
均衡するところに決定される。かくして「正常賃金の法則は稼得・利子基金の
額，およびそれが利子と稼得の分け前に分配される方法が，すでに判明してい
るとすれば，各業種の賃金は，後者の分け前が再分配される方法に依存する。
ある職種の賃金はしたがって，その賃金（より正確にはその純収益)が，その業種
の労働供給を良好にたもつために他の業種に対してもっていなければならない
関係によって決定され， またこれは行われるべき仕事の困難さ，一般教育およ
び特殊教育の費用およびそこで要求される肉体的，精神的，道徳的な天性の資
質に依存する」 (P.131,160ページ）ことになる。
一般には教育の進歩は，事業能力の供給を増加させ， したがってこの事業能
力の提供によってもたらされる所得の成長率を鈍化させる。経営の稼得の資本
に対する比率の下落が一般的となり，かつ他方で事実として正常利子率が低下
しているので，全体として正常利潤率の低下がみられる。ということは賃金・
利潤基金という枠組みの中では賃金分配率の向上を意味することになる｡
マーシャルの賃金・利潤基金概念は， まさにこのことを言いたいためのツー
ルであった。また賃金と利潤をレントから切り離した理由も，明瞭となる。利
潤率の低下が地代の上昇によって吸収される道を閉ざす必要があったからであ
る。
労働組合
第3編の主要課題は，労働組合のような個々の団結，その他の自由競争の弊
害を阻止しようとする諸制度が具体的に人々の福祉に， どのようなかたちで関
わっていくのが「望ましい」かが問われる。
「経済学はさまざまな国と時代における経済的慣習と福利の条件にかかわる
18
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事実を，収集し，整理し，推理する」 (P.5,7ページ）と定義し，経済学の科学
的中立性に配慮したマーシャルであるが， ここでは明らかに価値中立的な立場
が，放棄されている。結論は賃金・利潤基金の拡大，すなわち総純年所得言い
換えれば，国民所得の持続的成長につながるかたちでの賃金引き上げ闘争であ
れば，それが出発点において，賃金の引き上げが利潤の犠牲においておこなわ
れても良いと言うものであった。それは労働組合の全面的承認を意味するもの
ではないとしても，経済学の権威によって与えられた，組合運動に対する御墨
付であった。なればこそマーシャルは一時的とはいえ，協同組合大会や労働組
合評議会等で，好意的なもてなしを受けたと考えることができる。
マーシャルは労働組合運動を評価して， 「人間の進歩に大きな影響を及ぼし
た代表的現象」 (pl87,228ページ）であると述べ，それが共通の利益のために
一致した行動をとる精神の酒養と自助自責の観念に支えられているとする。さ
らにかれは正常労働時間の短縮が道徳的・社会的進歩に貢献するという理由の
もとに， しかも高額の固定資本投下を行う雇用者の立場をも配慮しつつ，二交
替8時間労働制を提案している(P.197,241ページ)。さらに具体的に，一番方
が5時～11時と13時半～15時半まで，二番方が11時15分～13時15分と15時45分
～21時45分まで働く案を例示している。
賃金の上昇は，長期的に賃金・利潤基金の減少につながるかたちでは実現不
可能である(P.201,247ページ)。連合王国の労働賃金所得の合計は総純年所得
の約50%であるが，そこからの貯蓄はわずかであるため，利潤を犠牲にした賃
金上昇は物的資本の増加を抑制すると警告する。
他方，能率の増加が時間賃金の上昇の前提になっている場合は，賃金・利潤
基金(国民所得)の増加につながるため，社会的・経済的に賃金上昇は有益であ
るという。かれは熟練労働者の増加および機械や製造工程の改良に反対しない
労働組合運動を奨励している(p.203,249ページ)｡
一般に熟練労働の供給の増加のためには，豊富な生活必需品の獲得や労働者
の先見の明の成長が前提となる。労働者が教育投費の純収益を高く評価するよ
19
ー關西大學『經
↓↑?←????」、‐》??←
???．．??? ??→????????←????? →??←?↓??? ?? ??←?? ↑
????←
?
??
?
?? ?
?? ← ??、?
??? ??←?????
? ?
7年3月）ﾕ550
?????????ー
ー ■■■－1■■
???
?（?）???
??
?? ←????
???← ?←
?
?（?
←??‐??? ? ← ??
?↓?
〕??? ?? → ??←?????????????『??』???? ?→
????????『??』? ??『 ??? 』?
←
??〉???????↓????
↓〔???????????????〕
（?????????????）????」← ←
←????
??????
?????）???????
（???、??）???????
???????????
ヨ〉
↑
?????
鑿罵婚這嘩
’ ???????
亀 愚
↑
?????
??????
20
マーシャル『産業経済学』の体系（橋本） ユ551
うになれば，未熟練労働者の数が減少し，その部門の賃金は上昇する(p.110,
135ページ，スミスの引用)｡それは結果として，機械への代替をうながすことに
なる。
以上述べてきたマーシャル『産業経済学』の経済体系を経済循環図式にまと
めると,前ページの図表のようになるであろう。
6． 「人間の学」への途
「経済学が社会哲学の他の多くの部門と切り離しがたく関連している」こと
を強調したのはミルであった。またイギリスを離れると， ドイツ歴史学派がこ
のことを強く主張していた。これらに影響を受け， イギリスでもアシュリー，
レズリー等が帰納法による経済学を提唱していた。マーシャルはしかしこれら
の考えには同調せず,･独立の学としての経済学の課題を考えるなかで，当時，
正統派経済学にたいしてなされていた種々の批判をかわそうとした。かれはミ
ルを擁護することにより，みずからの立場を正統派に結びつけようとした。
具体的には，一国の経済の成長と繁栄を楽観的に記述したスミスの立場へ，
経済学をたちもどらせようとした。
労働価値説と自由競争(貿易)論と自然調和説を3つの柱としてスミスの理論
力i成り立っているとすれば， この経済学にdismalな印象を与えたものは，マ
ルサス流の人口法則と, J.S.ミルによってステレオタイプ化されたとされる
賃金基金説と， リカードゥの地代論から出てきた収穫逓減法則の， 3つの要素
であった。
マーシャルは『産業経済学』において， 「安楽基準｣， 「総純年所得」ないし
「賃金・利潤基金」（ないし「稼得･利子基金｣)，および（製造業ないし短期における
農業における）収穫逓増法則の3つの概念をもって， 「陰鯵な科学」に立ち向か
ったと言うことができよう。
安楽基準の上昇が，労働者，なかんずく次世代の労働者の教育水準を引き上
げることにより，労働の生産効率を引き上げ， さらに同じ要因が機械の採用と
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運用を容易にするという論理は，賃金の上昇が結婚数の増加を経て，人口増加
によって吸収されてしまうという通俗的「人口法則」の影の部分を消去する役
割を担う。さらに安楽基準の上昇の部分的帰結である人口増加そのものを，肯
定的に,成長の不可欠の要素へと変化させる。ここでは需要が，受動的なもの
ではなく，積極的な役割を経済活動の中で果たしているという認識が加わり，
需要分析の重要性が確認される。
‐さらに所与の固定額として，その額の人口増加にともなう増加のメカニズム
を拒否する賃金基金説にたいして，マーシャルは，当該期間に人々が受領する
賃金額は，その当該期間の労働と資本の協働の成果としての総純年所得の額
と，それの利潤と賃金への，あるいは稼得と利子への分配比率に依存すると主
張した。そのことにより，同じく 「基金」 という用語をもちいながらも， 「基
金」を（短期的にさえ）変数化することにより， 自然賃金率が労働者の生命と活
力の再生産に必要最低限の額に収教してゆくという観念を，マーシャルは拒絶
することができた。
そして最後に農業部面における収穫逓増の努力，それが短期的現象であると
しても,その「短期」をかなり長期化できるという見通しとともに， さらに製
造業においては，産業の局地化とそれにともなう各種の「経済」によって収穫
逓増が，一般的傾向となるだけでなく，製造業生産物の全生産物にしめる割合
の増加によって，経済全体としての逓増傾向を示すことにより，人々の経済生
活の長期的成長を裏づけようとした。
いくつかの点， なかんずく価格理論と所得分配理論の精綴化の点で， 『産業
経済学』が， 『経済学原理』の一里塚であるとしても， 以上述べた諸点におい
て， マーシャル『産業経済学』を古典派経済学の流れの延長線上に位置づける
なら， この時はじめて，マーシャルのジェポンズ批判の真意を理解することが
可能となると，筆者は考える。
古典派を継承しつつ他方， 「人間の学」として経済学をとらえることこそ，
古典派経済学を乗り越えてゆく道であるというのが，マーシャルの立場であっ
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た｡その中では，限界原理は単なる価格現象の説明原理に止まるのみではない。
またそれ以上に，供給活動を無視する経済学であってはならないのである。
もちろんスミスの理論の背景にある，哲学的背景と，マーシャルのそれとの
比較研究を積みたすことなく， これ以上のことを主張するのは， さし控えるべ
きであろうが，上述のようなイギリス経済学の流れのなかで，マーシャルを位
置づけることは，マーシャル以後の経済学の発展を理解する鍵をも提供するも
のと， 目下の筆者は考えている。
マーシャルは『原理』初版の序文の中で， 「経済科学はゆるやかで連続的に
発展する学問であり，……現世代によって行われた最良の業績のなかには，先
行する著者の業績と対立するように一見思われるものがあったのは事実である
が， しかしそれらの業績も，時間の経過につれて適切な位置づけが行われ，そ
れらのもつ粗い角が除かれてみると，経済科学の発展における真の断絶をなん
ら含むものでないことが明らかとなっている｣''）と述べているが，このことは
マーシャルとケインズとの関係についても言えるのではないかというのが， こ
の論考の含みでもある。
11)AlfredMarshall,丹伽c""sqfEco"o加畑,Vol.1,London(MacmillanandCo.)
1890,p.5．訳文は永沢越郎訳による。
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